
  ●学校教育目標 

  笑顔と「ありがとう」があふれる学校 

● こんな児童にしたい 

◆ 思いや考えを表現する子 

◆ 自分や友だちを大切にする子 

◆ あきらめないでがんばる子  

 
５月２７日に野市中学校で「野市中学校区保幼小中連携部会 教職員総会」が開催され、本校からも教職員が授業参観・協

議・総会等に参加しました。 

どのクラスも１人１台端末が活用されており、落ち着いた雰囲気で学習に取り組んでいました。 

授業後の協議や総会では、野市中学校区で統一する取組が確認されました。生徒指導の共通実践としては、「あいさつ」「掃 

除」「時間」、そして、授業づくりの共通実践としては「めざせ！きく達人」や「書くこと」「話すこと」が示されました。  

６月１９日（金）より、縦割り班掃除が始まります。６年生をリーダーとして、時間いっぱい掃除をして、学校をピカピカにし

ましょう！！ 

 

本校のタブレット活用は、文部科学省が推進する「ＧＩＧＡスクール

構想」および「教育ＤＸ」の視点を踏まえて、未来を生き抜く力を

育むために不可欠な取組として位置付けています。また、香南市・

中学校区としても、「教育ＤＸ推進事業」を共通の取組として進め

ています。中学校区では、授業ＤＸを支える「学習の基盤」の系統

表も共有し、各校で取り組んでいます。（右図） 

今後、未来社会で活躍していくためには、デジタルツールの活用

能力は必須のスキルとなります。そのスキルは、実際に使って試行

錯誤（時には失敗もしながら）を繰り返す中で身に付いていくもの

です。健康被害や情報漏洩といった大きなリスクは厳重に回避しつ

つ、機能の使い間違いや共同編集でのちょっとしたミスなど「小さな失敗」を恐れずに挑戦してほしいと考えています。教員が

見守り、すぐに修正できる体制の下で、タブレットを安全に、上手に活用できる力を身に付けてほしいと思います。 

 

本校では、曜日や行事等に応じて「下校時刻」を設定しておりますが、この時刻の捉え方について、学校とご家庭での共通理解を図るため、改めてお知らせ

いたします。 

学校でお知らせしている下校時刻（例：15時 30分）など）は、「全ての児童が校門を出て、下校を完了する時刻（最終下校時刻）」を示したものです。 

「その時刻ぴったりに教室を出る」ということではございませんので、ご理解いただけますようお願いいたします。 

学校では、授業が終わったら帰りの用意をして、「帰りの会」をします。（１０～２０分程度）その後、担任からの連絡や下校指導を行って、教室を出ます。

天候や指導上の都合により、多少前後することがありますことをご了承ください。 

野市小校長室便り  第３号 Ｒ８．６．１１ 

文責：江口 千穂 

      

                  
                

     
       
       
       
      

      
      
      
      
 

     
       
       
       
    

     
       
       
      

      
       
       
       
       

      
       
       
       
      

  
      
      
      
  

  
      
      
      
  

     
      
      
      
     

      
       
      
      
    

  

  


